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第２章 アンケート調査結果による市民意識 

・ 本方針を策定するにあたり、市民の公共施設の利用状況や公共施設に対する意識などを把握

するため、市民アンケートを実施しました。その結果から市民の皆様それぞれが抱く公共施

設の今後のあり方のイメージや潜在的なニーズを汲み上げ、課題の整理や改善の方向性を策

定するために活用していきます。 

 

○実施方式 

調査期間  ：平成２７年６月１日（月）から平成２７年６月１５日（月） 

調査対象  ：平成２７年４月１日現在、１６歳以上の香芝市民２,０００世帯 

      （無作為抽出） 

実施方法  ：郵送法による無記名アンケート調査方式 

有効回収数 ：６８３世帯（有効回収率３４．１％） 

回答者数  ：１,３０３人 

 

 

【市の公共施設の現状と課題について、あなたはどのくらい関心をお持ちですか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 市の公共施設の現状と課題について、「強い関心がある」「関心がある」と回答した市民が約

６０％を占めています。 

 

 

 

  

強い関心がある

12.4%

関心がある

48.0%

どちらかといえば関心はない

25.4%

関心はない

7.8%

無回答

6.3%

強い関心がある

関心がある

どちらかといえば関心はない

関心はない

無回答

n=162

n=82

n=102

n=331

n=626
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【あなた（ご自身）は市の公共施設（※）をどのくらい利用していますか。数字を１つ○で囲ん 

でください。】※不特定の市民が自由に利用する施設を対象としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 市の公共施設の利用状況については、全ての施設で「ほとんど利用しない」または「利用した

ことがない」と回答した市民が約７～９割を占めています。 

・ 香芝市民図書館については、「よく利用している」「時々利用している」と回答した市民が

22.7％にのぼり、全施設の中で最も高くなっています。本市の人口に換算すると「よく利用

している」または「時々利用している」市民は17,000人程度になると見込まれます。 

 

  

9.0%

5.8%

2.7%

3.0%

3.8%

2.1%

13.2%

7.9%

13.7%

5.8%

8.1%

2.6%

2.6%

4.1%

59.0%

40.0%

25.5%

18.7%

30.0%

19.8%

16.7%

5.4%

32.9%

27.2%

6.4%

19.1%

42.4%

61.4%

71.8%

40.9%

66.7%

69.8%

86.2%

52.2%

52.3%

83.4%

7.4%

7.1%

7.5%

8.1%

6.4%

7.1%

7.2%

7.5%

7.7%

6.4%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁舎

文化施設（モナミホール、ふ

たかみ文化センター）

中央公民館

二上山博物館

香芝市民図書館

体育館（総合体育館、北部

地域体育館）

屋外スポーツ施設（総合プー

ル、グラウンド、テニスコート

等）

野外活動センター

保健センター

総合福祉センター

子育て支援センター

よく利用する(月1回以上の利用) 時々利用する(２、３ヶ月に１回程度利用）
ほとんど利用しない(半年に１回程度の利用） 利用したことがない
無回答

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)
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【前問で、「２．ほとんど利用しない」「１．利用したことがない」と回答された方にお聞きしま

す。その理由は主にどのようなことでしょうか。数字を１つ○で囲んでください。】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 市の公共施設を「ほとんど利用しない」「利用したことがない」理由では、野外活動センター

を除くすべての施設で「施設の存在は知っているが利用する必要がない」が約６～7割を占め

ています。 

・ 野外活動センターでは「施設の存在は知っているが利用する必要がない」（49.5％）に加え

「施設の存在やサービス内容を知らない」も40.9％を占めていす。このほか、子育て支援セ

ンター（29.0％）、中央公民館（22.1％）、二上山博物館（21.2％）でも「施設の存在やサ

ービス内容を知らない」が2割以上となっています。 

11.5%

15.7%

22.1%

21.2%

11.8%

16.1%

19.2%

40.9%

16.6%

19.2%

29.0%

68.1%

72.4%

68.6%

68.6%

67.5%

69.1%

65.4%

49.5%

70.2%

67.7%

62.4%

4.1%

2.0%

3.0%

4.1%

2.8%

3.5%

2.0%

2.1%

3.4%

15.6%

8.1%

10.1%

9.0%

9.7%

6.4%

5.8%

7.8%

7.2%

5.9%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本庁舎

文化施設（モナミホール、ふ

たかみ文化センター）

中央公民館

二上山博物館

香芝市民図書館

体育館（総合体育館、北部

地域体育館）

屋外スポーツ施設（総合

プール、グラウンド、テニス

コート等）

野外活動センター

保健センター

総合福祉センター

子育て支援センター

施設の存在やサービス内容を知らない 存在は知っているが利用する必要がない

施設、サービス、利用時間、料金等に不満がある 他の市町村、国や県の施設を利用している

民間施設を利用している 無回答

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)

(n=1,303)
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【「２．他の市町村、国や県の施設を利用している」「１．民間施設を利用している」と回答され

た方にお聞きします。具体的にどの施設を利用していますか。また、その施設を利用している理

由は主にどのようなことでしょうか。該当するものを１つ○で囲んでください。】 

 

   

 

利用理由 

 

  

利
用
施
設
回
答
者
数 

自
宅
か
ら
近
い 

職
場
か
ら
近
い 

交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
い 

設
備
が
整
っ
て
い
る 

駐
車
場
等
が
あ
る 

利
用
料
金
が
安
い 

知
人
・
友
人
と
会
え
る 

興
味
の
あ
る
講
座
等
が
開
催
さ
れ
て
い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

公
共
施
設 

広陵町 合計件数 21 6 - 3 7 2 - - - - 3 

 内）図書館 20 6 - 3 7 2 - - - - 2 

橿原市 合計件数 7 - - - 1 - - 1 1 4 - 

葛城市 合計件数 7 1 1 - 4 - - - - 1 - 

 内）総合福祉施設 4 1 - - 2 - - - - 1 - 

御所市 合計件数 4 - - - 1 - - - - - 3 

大和高田市 合計件数 2 - - - - - - - - 1 1 

河合町 合計件数 2 - - - - - - - 2 - - 

奈良市 合計件数 2 - 1 - - - - - - - 1 

王寺町 合計件数 1 - - 1 - - - - - - - 

川西町 合計件数 1 - - - - - - - - - 1 

田原本町 合計件数 1 - - - 1 - - - - - - 

天理市 合計件数 1 - - - - - - - - 1 - 

宇陀市 合計件数 1 - - - - - - - - - 1 

大阪府内 合計件数 13 - 3 - 1 - - - 1 3 5 

地域不明 合計件数 13 - 2 - 2 - - 3 1 - 5 

民間施設 合計件数 43 4 - 3 17 - 1 3 2 6 7 

 内）体育施設 29 2 - 3 14 - 1 2 1 1 5 

公民不明 合計件数 10 - 1 - 3 1 1 - 2 2 - 

全計 
 

129 11 8 7 37 3 2 7 9 18 27 

 

・ 他の自治体の施設や民間の施設等の利用状況についてみると、他の自治体の施設では、広陵町

立図書が20件で最も多くなっています。その他には橿原市や葛城市の施設の利用も各7件あり

ます。民間の施設では体育施設の利用が多くなっています。 

・ 利用理由では「施設が整っている」が最も多くなっています。 
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賛成率（％）
積極的賛成／
反対比率

利用していない市の土地を売却・賃貸して収入
を得る

79.8 17.1

現在ある施設の統廃合や機能の複合化・多様
化（※）によって施設数を減らす

68.9 4.5

施設の更新（建替え）や管理運営に民間のノウ
ハウや資金を活用する

67.1 4.0

施設におけるサービスの水準を引き上げる 65.8 4.2

施設を補強し、長持ちするようにして（長寿命
化）、しばらくの間建替えないでおく

62.0 2.3

近隣自治体と共同で施設を建設・運営する 55.2 1.8

施設を減らす代わりに、民間施設（会議室・ス
ポーツ施設等）の利用に対して助成する

53.3 1.8

地域活動に密着した施設は、地域住民等が所
有し、維持・管理を行う

39.4 0.6

利用料を徴収できる施設の料金を引き上げる 31.1 0.6

特別な税金の徴収など市民全体で負担する 12.7 0.1

賛成率　＝　（「積極的に実施すべき」　＋　「どちらかと言えば実施すべき」）　÷　全体
積極的賛成／反対比率　＝　「積極的に実施すべき」　÷　「実施すべきではない」

（注）不明を除いた結果である。

反対

賛成

中立

【将来も安全で使いやすい施設サービスを提供していくために、市では、保有する施設の統廃合

や機能の複合化・多機能化（注）による「総床面積の削減」や「長寿命化」、「まちづくり」、「民

間活力の活用」、「受益者負担の見直し」などの視点を踏まえて、以下の方策を検討しています。

これら市の保有する施設全般に関する方策について、あなたはどう思いますか。数字を１つ○

で囲んでください。】 

【賛成・反対状況】 

＜用語説明＞ 

１ 賛成率：「積極的に実施すべき」、「どちらかと言えば実施すべき」の合計の割合。多数

決の観点からの賛成、反対を示したもので、５０％超なら賛成多数となる。 

２ 積極的賛成/反対比率：「積極的に実施すべき」を「実施すべきではない」で割った率。

特に強い意志を持つ人だけを対象にその大きさを見たもので、１超なら積極的賛成多数、

１未満なら積極的反対多数である（「どちらかといえば実施すべき」、「どちらかと言え

ば実施すべきでない」を除いた比率である。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 施設全般に関する方策については、『利用していない市の土地を売却・賃貸して収入を得る』

が賛成率及び積極的賛成/反対比率において最も高く評価されています。 

・ 一方、『特別な税金等の徴収など市民全体で負担する』が賛成率及び積極的賛成/反対比率にお

いて最も低く評価されています。 
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積極的に実施すべき どちらかと言えば実施すべき どちらかと言えば実施すべきでない 実施すべきでない

 

＜年齢階層別（３区分）の結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

・ 消極的賛成を含めた賛成（「積極的に実施すべき」または「どちらかと言えば実施すべき」と

回答）の割合に着目すると、年齢階層間の差が１０.０ポイント未満に留まっている項目が多く、

年層を超えて共有されている考え方が比較的多くあります。 

・ 年齢階層別で１０.０ポイント以上の差が出たものは、『施設の更新（建替え）や管理運営に民

間のノウハウや資金を活用する（１０～３０歳代74.8%、７０歳代以上85.2%）』、『地域

活動に密着した施設は、地域住民等が所有し、維持・管理を行う（１０～３０歳代40.6%、７

０歳代以上56.4%）』、『施設を減らす代わりに、民間施設（会議室・スポーツ施設等）の利

用に対して助成を行う（１０～３０歳代57.8%、７０歳代以上72.2%）』、『利用料を徴収

できる施設の料金を引き上げる（10～30歳代30.7、70歳代以上44.6%）』となっています。 

3.1

4.3

3.1

9.4

10.1

16.5

37.2

41.2

39.4

50.3

44.4

40.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～30歳代

40～60歳代

70歳代以上

特別な税金の徴収など市民全体で負担する

n=360

n=633

n=127

10.1

12.3

13.3

20.6

23.9

31.3

45.1

44.9

36.7

24.2

19.0

18.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～30歳代

40～60歳代

70歳代以上

利用料を徴収できる施設の料金を引き上げる

n=355

n=633

n=128

18.6

20.4

31.5

48.9

52.3

43.5

20.6

18.3

21.0

11.9

9.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～30歳代

40～60歳代

70歳代以上

施設を補強し、長持ちするようにして（長寿命化）、しばらくの間建替えないでおく

n=354

n=623

n=124

21.7

23.3

15.6

36.1

39.5

56.6

27.7

25.6

19.7

14.5

11.7

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～30歳代

40～60歳代

70歳代以上

施設を減らす代わりに、民間施設（会議室・スポーツ施設等）の利用に対して助成する

n=346

n=618

n=122

53.0

55.1

58.6

34.6

36.6

32.3

8.7

5.5

4.5

3.7

2.8

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～30歳代

40～60歳代

70歳代以上

利用していない市の土地を売却・賃貸して収入を得る

n=355

n=632

n=133

35.7

30.5

33.6

40.6

45.8

41.4

16.0

16.7

15.6

7.7

6.9

9.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～30歳代

40～60歳代

70歳代以上

施設におけるサービスの水準を引き下げる

n=350

n=622

n=128

24.9

24.5

22.9

40.3

37.7

35.9

23.0

23.2

24.4

11.8

14.5

16.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～30歳代

40～60歳代

70歳代以上

近隣自治体と共同で施設を建設・運営する

n=357

n=628

n=131

36.0

33.0

34.9

41.0

47.2

39.7

12.9

13.6

17.5

10.1

6.2

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～30歳代

40～60歳代

70歳代以上

現在ある施設の統廃合や機能の複合化・多様化によって施設数を減らす

n=356

n=631

n=126

33.7

32.9

33.6

41.1

44.8

51.6

15.4

13.8

10.7

9.7

8.5

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～30歳代

40～60歳代

70歳代以上

施設の更新（建替え）や管理運営に民間のノウハウや資金を活用する

n=350

n=623

n=122

9.0

12.9

14.3

31.6

31.7

42.1

36.4

36.3

28.6

22.9

19.1

15.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10～30歳代

40～60歳代

70歳代以上

地域活動に密着した施設は、地域住民等が所有し、維持・管理を行う

n=354

n=619

n=126

  

  

 

 

 

 

85.2% 

74.8% 40.6% 

56.4% 

57.8% 

72.2% 

44.6% 

30.7% 
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【公共施設の見直しにあたって、市の保有する公共施設延床面積の過半を占める学校の見直しが

大きなポイントになると考えられます。今後の学校のあり方として、「余裕教室を活用し、地域

の拠点となるような機能を導入する」ことについて、あなたはどう思いますか。1 つ選んでくだ

さい。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学校の「余裕教室を活用し、地域の拠点となるような機能を導入する」ことについては、「積

極的に実施すべき」「どちらかといえば実施すべき」が70%以上を占めています。 

 

 

【前問「余裕教室を活用し、地域の拠点となるような機能を導入する」に「4.積極的に実施すべ

き」「3.どちらかといえば実施すべき」と回答された方にお聞きします。余裕教室に導入して欲

しい機能は何ですか。最大で 3 つまで、強く当てはまる理由順に、（ ）内に①、②、③をご記

入ください（1つ、または 2つでも構いません）。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 余裕教室に導入して欲しい機能については、「保育所等」「多世代間交流」「高齢者福祉機能」

が15%以上に上っています。 

  

積極的に実施すべき

31%

どちらかといえば実施すべき

44%

どちらかといえば実施すべきでは

ない

7%

実施すべきではない
6%

無回答

11%

積極的に実施すべき

どちらかといえば実施すべき

どちらかといえば実施すべきではない

実施すべきではない

無回答

n=408

n=139

n=83

n=95

n=578

8%

17%

13%
16%

10%

18%

10%

2% 6%
0%

5%

10%

15%

20%
PTA

等
の
活
動
室

多
世
代
間
交
流

サ
ー
ク
ル
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

高
齢
者
福
祉
機
能

福
祉
相
談
窓
口

保
育
所
等

子
育
て
相
談
・
交
流

そ
の
他
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＜市民アンケートのまとめ＞ 

 香芝市に住む理由として、「交通が便利」が最も多く、次いで「自然環境がよい」となってお

り、「公共施設の充実」は重視されていない。 

 約6割の市民が、公共施設の現状と課題に関心があると回答している。 

 公共施設の利用状況は、本庁舎を除くと少ない施設で約4割、多い施設では9割近い市民が「利

用したことがない」と回答しており、その理由では「利用する必要がない」が最も多い。 

 公共施設全般に関する方策については、「未利用地の売却」や「統廃合・複合化」などの賛成

率が高く、「地域住民管理」や「特別税の徴収」などは賛成率が低い。 

 学校の余裕教室の活用については、賛成率が7割以上と高く、「多世代交流」や「保育所」「高

齢者機能」の導入等の要望が多い。 

 

 


